
 

  

函館市子ども会議 

概要・意見書 

 

函館市子ども未来部子ども企画課 2017.8 



１ 函館市子ども会議の概要              

➊ 函館市子ども会議について 

函館市子ども会議は，子どもたち自身が，子どもに関係する施策やまちづくりに関

すること等について話し合い，意見発表することで社会参加してもらうことを目的と

しています。 

具体的には，ファシリテーターの進行のもと，大学生等のサポートを受けながら，

子どもたち自身が設定するテーマに沿ってグループワークを行い，意見をまとめて  

市長に報告します。 

➋ 会議日程・開催場所 

 日 時 内   容 

１
日
目 

平成 29 年 
8 月 2 日 

（水） 

9:00 
～12:30 

・自己紹介をした後，函館市に対する思いを共有します。 

・子どもたちの意見から，函館市の問題点・改善点をいく
つか取り上げて，現状を知るための疑問点を整理します。 

２
日
目 

平成 29 年 
8 月 4 日 

（金） 

9:00 
～12:30 

・1日目に考えた疑問点を市の職員に質問し，説明を聞き
ます。 

・函館市の現状を知った上で，「自分たちができること」
と「函館市にお願いしたいこと」を考えます。 

３
日
目 

平成 29 年 
8 月 9 日 

（水） 

9:00 
～12:30 

・2 日目の内容を報告書にまとめ，発表練習を行います。 

12:45 
～13:30 

「市長への意見報告会」 市長に向けて説明します。 

開催場所：函館アリーナ１階多目的会議室Ａ  

➌ ファシリテーター 

  本田
ほ ん だ

 真大
まさひろ

 

北海道教育大学函館校准教授（博士（心理学），臨床心理士，学校心理士）  

➍ サポーター 

本田
ほ ん だ

 泰代
や す よ

 函館大学職員（臨床心理士，博士（心理学）） 

長内
おさない

 宏人
ひ ろ と

 函館大学４年 

伊藤
い と う

 愛理
あ い り

 北海道教育大学函館校４年 

堀井
ほ り い

 遥花
は る か

 北海道教育大学函館校４年 

吉松
よしまつ

 知花
と も か

 北海道教育大学函館校４年 

渡辺
わたなべ

 柚
ゆう

  北海道教育大学函館校４年 

  



➎ 参加者 

１０歳から１７歳までの子どもを対象に公募し，１０名の子どもが参加しました。 

 

五十嵐
い が ら し

 壮吾
そ う ご

 青柳小学校 ６年     

奥田
お く だ

 等子
と う こ

  凌雲中学校 ２年 

工藤
く ど う

 綾香
あ や か

  赤川中学校 ３年 

熊谷
くまがい

 遥斗
は る と

  南本通小学校 ５年 

小林
こばやし

 空愛
そ ら

  湯川小学校 ６年 

近藤
こんどう

 彩梨
あ い ら

  深堀中学校 ２年 

菅原
すがわら

 侑緒
ゆ い

  潮見中学校 ２年 

東出
ひがしで

 理来
り く

  北海道教育大学附属函館中学校 １年 

丸山
まるやま

 結菜
ゆ な

  赤川中学校 ３年 

矢野
や の

 叶羽
か な う

  湯川中学校 ３年 

❻ 参 考「函館市子ども条例」（平成２８年４月１日施行） 

この条例は，子どもや子育て家庭の支援に関する理念条例であり，市の責務や保護者，

学校，住民，事業者の役割を明らかにするとともに，市の施策の基本となる事項を定めて

います。 

>>第 18 条（子どもの社会参加） 

市は，子どもに関係する施策について子どもが意見を表明できるようにするなど，

子どもが社会参加をする機会を設けるよう努めます。 

 

 

２ 函館市子ども会議の開催                   

私たちが考える，函館市の「ノビシロ」 

私たちは函館市に愛着を持っています（「スキ」）。  

しかし，生活する中で不便なところや不満を感じるところもあります（「イマイチ」）。 

函館市子ども会議では，「イマイチ」から函館市の「カダイ」を見出し，私たちの「ネ

ガイ」に向かうために必要なことを考えます。 

活動では，「カダイ」に関する現状把握のために，函館市の現状や取り組みとして「シ

リタイ」ことを挙げて，函館市に質問します。 

質問への回答や説明を受けて函館市についてよりよく知ったうえで「ネガイ」を 

（50 音順） 



見直し，「カダイ」と「ネガイ」をつなぐ現実的な内容を「ノビシロ」として函館市長

に提出します。 

「ノビシロ」には，「私たちにできること」と，「函館市にお願いしたいこと」の両

方を含みます。 

 

第１日目 ８月２日（水）9:00～12:30 

１「デアイ」 

・自己紹介 

・連想ゲーム･･･函館で連想する言葉をいかの足のように書き込む。 

２「カダイ」 

・函館のスキなところとイマイチなところを書く。 

・イマイチなところをまとめて「カダイ」とする。 

３「ネガイ」 

・「カダイ」ごとにグループに分かれ，どうなってほしいか「ネガイ」を書く。 

４「シリタイ」 

・「カダイ」について，「ネガイ」を意識しながら，市への質問「シリタイ」をまとめる。 

第２日目 ８月４日（金）9:00～12:30 

５「分かったこと」 

・それぞれの「シリタイ」について，市の各部局担当職員から説明を聞き，さらに質問し

て，「分かったこと」をまとめる。 

６「ネガイ」の見直し 

・「分かったこと」から，函館市の現状と函館市にできること，できないことを踏まえて

自分たちの「ネガイ」を見直す。 

７「ノビシロ」 

・「分かったこと」を踏まえて，「カダイ」と「ネガイ」をつなぐ「ノビシロ」を考える。 

・「ノビシロ」は，自分たちができることと，市にお願いしたいことの両方を考える。 

第３日目 ８月９日（水）9:00～13:30 

８「ツタエタイ」 

・市長に「ツタエタイ」ことをグループごとに報告書にまとめる。 

・報告会の発表練習も行う。 

９ 意見報告会 

・市長の前で報告会を行う。 

※ 市は，子どもたちの意見を踏まえて，『ネガイ』を実現するように努めていく。 



３ 函館市子ども会議の様子             

第１日目 

①自己紹介 

 

②連想ゲーム 

 

 

③グループワーク 

 

④グループワーク 

 

 

第２日目 

①市担当職員からの説明 

 

②市担当職員からの説明 

 

③グループワーク 

 

④グループワーク 

 

 



第３日目 

①意見書の作成 

 

②意見書の作成 

 

③「市長への意見報告会」 

 

④「市長への意見報告会」 

 

⑤市長へ意見書を渡しました 

 

⑥最後のミーティング 

 

 






































